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【手続補正書】
【提出日】平成25年8月8日(2013.8.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の単位画素が第１の方向に配列されるとともに、信号線を有するラインセンサと、
モニタ部とを有する光電変換装置であって、
　前記複数の単位画素の各々が、
　第１の光電変換部と、
　第２の光電変換部と、
　前記第１および第２の光電変換部の少なくとも一方で生成された電荷に基づく信号を出
力する画素出力部と、
　前記第１の光電変換部で生成された電荷を前記画素出力部に転送する第１の転送部と、
を有し、
　前記信号線は、前記複数の単位画素の前記画素出力部に共通して接続され、
　前記モニタ部は、前記第２の光電変換部で生成された電荷に基づく、前記画素出力部か
ら出力された信号に基づいて前記第１の光電変換部の電荷蓄積動作を制御し、
　前記複数の単位画素の各々の前記第２の光電変換部は、前記複数の単位画素の各々の前
記第１の光電変換部に対して、前記第１の方向とは直交する第２の方向に設けられている
ことを特徴とする光電変換装置。
【請求項２】
　各々が複数の単位画素を有する複数のラインセンサと、モニタ部と、を有する光電変換
装置であって、
　前記複数の単位画素の各々が、
　第１の光電変換部と、
　第２の光電変換部と、
　前記第１および第２の光電変換部の少なくとも一方で生成された電荷に基づく信号を出
力する画素出力部と、
　前記第１の光電変換部で生成された電荷を前記画素出力部に転送する第１の転送部とを
有し、
　前記モニタ部は、前記第２の光電変換部で生成された電荷に基づく、前記画素出力部か
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ら出力された信号に基づいて前記第１の光電変換部の電荷蓄積動作を制御し、
　一のラインセンサの前記複数の単位画素の各々の前記第２の光電変換部が、前記一のラ
インセンサの前記複数の単位画素の各々の前記第１の光電変換部に対応して設けられ、
　前記一のラインセンサの前記第２の光電変換部が、前記一のラインセンサの前記第１の
光電変換部と、他のラインセンサの前記第１の光電変換部との間に設けられていることを
特徴とする光電変換装置。
【請求項３】
　所定のピッチで配された複数の単位画素と、モニタ部と、を有する光電変換装置であっ
て、
　前記複数の単位画素の各々が、
　第１の光電変換部と、
　第２の光電変換部と、
　前記第１および第２の光電変換部の少なくとも一方で生成された電荷に基づく信号を出
力する画素出力部と、
　前記第１の光電変換部で生成された電荷を前記画素出力部に転送する第１の転送部とを
有し、
　前記モニタ部は、前記第２の光電変換部で生成された電荷に基づく、前記画素出力部か
ら出力された信号に基づいて前記第１の光電変換部の電荷蓄積動作を制御し、
　前記第２の光電変換部の少なくとも一部が、対応する前記第１の光電変換部を有する前
記単位画素のピッチ内に設けられていることを特徴とする光電変換装置。
【請求項４】
　前記モニタ部は、複数の前記画素出力部から出力される信号の最大値と最小値の差分に
基づいて前記第１の光電変換部の電荷蓄積動作を制御することを特徴とする請求項１ない
し３のいずれかに記載の光電変換装置。
【請求項５】
　前記第１の光電変換部は少なくとも２つの光電変換領域を含み、前記第２の光電変換部
は前記２つの光電変換領域の間に設けられることを特徴とする請求項１ないし４のいずれ
かに記載の光電変換装置。
【請求項６】
　前記第２の光電変換部は少なくとも２つの光電変換領域を含み、前記第１の光電変換部
は前記２つの光電変換領域の間に設けられることを特徴とする請求項１ないし４のいずれ
かに記載の光電変換装置。
【請求項７】
　前記画素出力部は、浮遊拡散部を入力として有し、
前記第２の光電変換部は前記浮遊拡散部と配線を介して接続されることを特徴とする請求
項１ないし６のいずれかに記載の光電変換装置。
【請求項８】
　前記第２の光電変換部で生成された電荷を前記画素出力部に転送する第２の転送部をさ
らに有することを特徴とする請求項１ないし６のいずれかに記載の光電変換装置。
【請求項９】
　前記画素出力部は、浮遊拡散部を入力として有し、
　前記第２の光電変換部は前記浮遊拡散部と前記第２の転送部を介して接続されることを
特徴とする請求項８に記載の光電変換装置。
【請求項１０】
　前記第１の光電変換部は、前記第２の光電変換部よりも受光面積が大きいことを特徴と
する請求項１ないし９のいずれかに記載の光電変換装置。
【請求項１１】
　請求項１ないし１０のいずれかに記載の光電変換装置と、演算部とを有し、
　前記光電変換装置は、入射光に基づく信号を前記演算部に出力し、
　前記演算部は、前記光電変換装置から入力される前記信号に基づいて前記入射光の位相
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差を検出することを特徴とする焦点検出装置。
【請求項１２】
　請求項１ないし１０のいずれかに記載の光電変換装置を有する焦点検出装置、
【請求項１３】
　請求項１１に記載の焦点検出装置と、固体撮像装置と、前記固体撮像装置と前記焦点検
出装置に入射光を導くレンズと、全体制御・演算部とを有し、
　前記全体制御・演算部は前記演算部を有するとともに、検出した前記入射光の位相差に
基づいて前記レンズを駆動し、
　前記固体撮像装置は、前記入射光に基づくとともに画像を生成するための画像信号を生
成することを特徴とする撮像システム。
【請求項１４】
　請求項１２に記載の焦点検出装置を備える撮像システム。
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